
■卓話者紹介　　　　　　　　　天野純一君
利根商高のインターアクトクラブの皆さん
と、顧問の石井先生です。先生は平成20年
より同校勤務になられ、23年から顧問をさ
れています。本日は、活動の様子を報告して
いただきます。
■卓　話
☆石井克佳先生より
３年生の模擬面接はありがとうございまし
た。生徒も実際を前によい経験になり、来週
から始まる就職試験に臨めます。来年は私が
担当なので、是非お願いします。
今日は昨年度から８月までの活動を報告し
来年７月に行う予定の年次大会の計画案を提
示して、今後は内容を詰めて高め、盛会にな
るようにしてまいりいいたいと思います。
インターアクトは生徒会役員を中心に活動

していまして、９名で行っています。来年は
１名減になってしまいます。総生徒数が600
を切ってしまうのでその関係です。
☆生徒からの報告
私たち、インターアクト部は、２年生５名、

３年生４名計９名で学校行事などは、私たち
が中心となって司会や行事の運営などをし、
学校以外にも、地域に密着した活動も積極的
に行っています。
これまでに行った活動は、挨拶運動・クリ

ーンアップ運動・薬物防止教室・エコキャッ
プ運動、利根商モール・ローターアクト年次
大会・インターアクト年次大会・いじめ防止
フォーラム・いじめ防止サミットです。
挨拶運動は、月に一週間、生徒が登校する

朝に校門前で私たち全員が見本となり、大き
な声で登校する生徒全員に挨拶しています。
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月に一度しか行わないため、とても貴重な時
間です。一年中行われるため、暑い日や寒い
日など厳しい状況ではありますが、弱音を吐
かず続けることで生徒全員に「挨拶の大切さ」
を知ってもらえると思います。そして、私た
ち自身もたくさん学び、吸収することができ
るので、決して無駄にはならない時間である
と思います。
クリーンアップ運動とは、利根商生が地域
のゴミ拾いをする運動です。各学年で６月と
11月に分かれて行います。ゴミの量にも驚
きますが、そのゴミが捨ててある場所にも驚
きます。ゴミを拾いながら、地域の人に挨拶
したりと地域の人とふれあいながらできるの
もこの運動のよいところだと思います。また、
自分たちでゴミを拾うことによって、「絶対
に捨ててはいけない」という自覚がよりいっ
そう強くなります。
薬物防止教室では、沼田警察署の方を講師
として招いて行います。実際にあった事件や
再現VTRなどを見せていただきながら、薬
物の怖さというものを痛感しました。本物の
薬物を見せてもらったりして、絶対に使用し
てはいけないという強い意志を持つことが大
切だと聞きました。ちょっとくらいという気
持ちが一番危ないということを、生徒全員が
感じたと思います。
エコキャップ運動は、学校で出たペットボ
トルのキャップを集め、みなかみ町社会福祉
協議会に届け、海外の途上国の子供たちのた
めにワクチンとなって小さな命を救う活動で
す。小さな活動ですが、長い期間にわたって
続けることで徐々にキャップも集まりまし
た。普段ならごみになるペットボトルキャッ

プも40人以上のワクチンに変わることを考
えれば大きなやりがいを感じます。全校生徒
にこの活動を伝えることで、今ではリサイク
ルの意識も芽生え、大きな力となっています。
利根商モールでは障害者施設ピッコロとの

共同販売をしました。ピッコロの方々が作っ
てきてくれた物を共に販売することで、コミ
ュニケーションをとりながらふれあうことが
できます。最初は慣れない部分もありますが、
滅多にできない体験です。将来を担う私たち
にとってとても貴重な体験だと思います。知
的障害者の方々と協力して商品を販売するこ
とで、同じ高校生同士ではわからない人との
つながりの大切さを感じました。相手を知り、
人を認めることで自分も知ってもらえ、自分
も認めてもらえることに気づきました。今年
の利根商モールでも、引き続き行っていきた
いと思います。
ローターアクトの年次大会に初めて参加し

て、交流しました。ローターアクトには、職
業およびリーダーシップ技能を養成する、個
人の価値を認めるという基本に基づき、他人
の権利を尊重するよう強調する、あらゆる有
能な職業に奉仕の機会としての尊厳と価値を
認める、リーダーシップの資質および職業上
の責務として道徳的基準を認識、実践、推進
する、地元地域および世界中のニーズ、問題、
機会に対する知識や理解を深める、といった
様々な目標があることをこの活動を通じて知
りました。
ローターアクトの活動。ローターアクトの

目的・目標の実現のために、各クラブの会員
の関心により①指導力の開発②専門知識の開
発③奉仕活動プロジェクトの３つのプログラ
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ムを行っています。
インターアクト年次大会は「Bridge to

hope～希望への架け橋～」をテーマに群馬
県内のインターアクト部の生徒を中心に、高
崎商科大学で行われました。
午前中は、一般社団法人アジア支援機構、

代表理事、池間哲郎さんの基調講演が主でし
た。講演の題名は「懸命に生きる人々～日本
人こそ学んで欲しい～」というものでした。
池間さんは、1954年、沖縄で生まれ、米

軍統治下次代、米兵の闊歩する基地の町で多
感な青春時代を過ごします。
サラリーマンを経て29歳の時に映像制作

会社を設立。1990年よりアジア各国のスラ
ム街やゴミ捨て場などの貧困地域の撮影・調
査・支援を開始。
1999年に立ち上げたNGO沖縄は2002年

にNPO法人の許可も受ける。そして、現在
に至るまでアジアチャイルド代表理事とし
て、今も日本を含む８カ国で支援事業を展開
しています。
今回の講演も、池間さん自ら撮影された写
真や映像を使い、アジアの貧困国の今も続く
悲惨な状況を伝えてくださり、そしてその貧
困国のなかでも多くの支援をされていまし
た。内容はとても深く考えさせられるもので、
心にストレートに入ってきました。
来年の主催校は、私たちの利根商業高校な
ので、今回の経験を生かし、利根沼田の良さ
を伝えつつよりよい大会を作っていければと
思います。
いじめ防止フォーラムは、沼田県民局で行
われました。利根沼田地区の小中高生が中心
となり、いくつかの班に分かれていじめにつ
いて自分たちの思うことを話し合いました。
まずはじめに、群馬大学心理教育学部教授懸
川武史教授を講師として招き、話しをせずに
ジェスチャーでコミュニケーションをはかる
ゲーム、一人が目隠しをし、二・三人で指定
の位置に案内するというレクリエーションを
しました。会話一つないだけで、自分の思っ
ていることがなかなか伝わらずとても苦労し
ました。目隠しをしている人を案内するには、
案内する人たち全員で心を一つにしないとい
けないので、どの場面でもコミュニケーショ
ンは大切だと思いました。
いじめ防止サミットは、各地区のいじめフ

ォーラムを受けて、その代表者が一堂に集ま
りました。今年も６月にいじめ防止法が作ら
れ、いじめ撲滅に向けて大人だけでなく子供
たちも自分のことのように真剣に取り組んで
いこうと決意しました。いじめを根絶するた
めに、私たちが考えたキーワードは、「勇
気・思いやり・協力」です。私たちは困って
いる人がいたら、自分のこととして考え進ん
で行動します。私たちは相手のことを思い、
お互いを大切にしあいます。私たちは周りの
人たちとよい関係を作り、何事にも全力で取
り組みます。このキーワードの元にいじめは
必ずなくすことができると信じ、いじめの問
題から目を背けず、私たち自身の問題として
考えます。そして、笑顔にあふれた学校生活
のために自分から行動を起こすことを誓いま
した。
次年度の年次大会について私たちが考えた

企画をご紹介します。
次年度の基調講演でアスリートによる講演

を考えました。フェンシング選手でもあり、
我が校の教員でもある吉澤千恵先生が競技を
通して培った経験は若い私たちにも共感でき
るはずです。また、障害を乗り越えた腰塚勇
人先生もいいと思います。先生は体育教師で
したが、スキーでの事故をきっかけに、人生
も人生観も大きく変わりました。今を自分ら
しく幸せに生きるためのヒントを普段の生活
の中から紹介してくださる腰塚勇人先生は講
演として適切ではないでしょうか。
分科会については、日本文化体験として二

荒太鼓や茶道、食文化体験としてクッキーづ
くりやグリーンスムージー作り、命に関わる
ことでは救急救命AED体験・介護体験・ア
ナフィラキーショック（エピペン使用法）、
縄文時代体験などを考えています。
以上でインターアクト部の報告を終了いた

します。

■司　会　　　　星野貴明ＳＡＡ出席委員長
■ソング　沼田ロータリーの歌　飯島千明君
■来賓及び来訪ロータリアン
利根商高インターアクト顧問　石井克佳様
利根商高インターアクトクラブの生徒８名

保坂充勇会長
朝夕秋らしくなりロータリー活動も活発に
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なってきました。
ガバナー公式訪問ではありがとうござまし
た。ガバナーは、特に当クラブには言うこと
もなく、財団・米山に毎年多額の寄付、イン
ター・ローター両クラブも設置し地区の協力
等、更に女性会員もと感謝を述べられていま
した。夜のガバナーセミナーにも24名参加
していただき、RLI方式での講演。戦略計画
の話が新鮮でした。
４日に職業奉仕委員会が利根商で模擬就職
面接を60名に行い、生徒や学校からも喜ば
れ来年もとのことでした。
８日は前橋で地区野球大会があり、すばら
しい試合でした。
10日朝６時アクトの沼田運動公園と周辺

の清掃活動があり参加の方々ありがとうござ
いました。
この様に多くの活動があり、今後ともご協
力をお願いします。

斎藤正典幹事
◎例会変更の件
・５月20日18時30分、講師深川先生
◎理事会の開催　本日例会終了後

◎SAA出席委員会　　 林武一郎委員

◎ニコニコ委員会　　　　　　小暮正人委員
・保坂充勇君　ガバナー公式訪問長時間に渡
りご苦労様でした。IACの皆様ようこそ石
井先生宜しくお願いします。
・横山公一君　沼田花火大会無事終了。皆様
のご協力に大変感謝。関東中の花火人気ラ
ンキング４位。17日か24日NHK６時30
分にドキュメント放送予定。
・水石清治君　野球部の皆さん伊勢崎中央と
の試合ご苦労様。大変良い内容でした。花
火大会成功横山会頭おめでとうございま
す。忙しい日が続きますが飲み過ぎに気を
付けながらまた飲みましょう。
・割田一敏君　７日沼高同窓会総会で会長職
を辞することができ。６年間のご指導ご協
力に感謝申し上げます。
・武田　寛君　石井先生はじめインターアク
トの皆さん卓話ありがとうございます。残
念ですが諸用で早退、天野さんお願いしま

す。
・ニコニコ一週間　インターアクトの皆さん
と石井先生をお迎えして
木下　進君　　阿形登氏君　　宮田徳彦君
小暮正人君　　斎藤正典君　　宮澤孝幸君
松野正一君　　天野純一君　石澤雄一郎君
桑原　滋君　　戸部聖之君　山田龍之介君
今井幸吉君　　須田羊子君　桑原伸一郎君
桑原　裕君　　前田善成君　　津久井功君
飯島千明君　　関　真一君　　櫛渕光彦君
都丸順次君　

◎財団BOX IN 宮田徳彦委員
保坂充勇君　　斎藤正典君　　角田　隆君
宮澤孝幸君　　今井幸吉君　　桑原　滋君
津久井功君　　水石清治君　　松野正一君
宮田徳彦君　　木下　進君　　小暮正人君
天野純一君　　戸部聖之君　石澤雄一郎君
前田善成君　　飯島千明君　山田龍之介君
関　真一君　　塩浦敬之君　　櫛渕光彦君

◎情報史料分類選考委員会　水石清治委員長
９月号友の紹介。新世代のための月間です。
初めてのジャパンデー開催とエバンストン便
のポリオについてお読み下さい。
◎野球部　　　　　　　　　　　前田善成君
地区内の野球大会に参加し、伊勢崎中央

RCと試合を行い、３対０の僅差で負けまし
た。一番の差は女性マネージャーが先方にい
たことかと思いました。
◎ローターアクト委員会　　飯島千明委員長
10日朝６時総合運動場とその前の17号沿

いを清掃活動を行いました。アクト５名、当
会員会長はじめ８名と沼田中央本山会員夫妻
も参加され実施しました。
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委員会報告

会 員 数 会場出席 メ ー ク 出 席 率

61名 35名 ４名 78.00％


